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「記憶する住宅」 

～55 万枚のディジタルスキャン画像の常時スライドショウ・ブラウジングによる過去記憶の甦りの実際 

美崎 薫†    河野 恭之‡ 

本研究では，個人体験をディジタル化し，記憶想起・探索活動を支援する場として住宅を記憶媒
体とする実験を行った.大量のストレージを内蔵した住宅を，次世代 IT 住宅「記憶する住宅」と
位置づけ，個人の「見たもの」「書いたもの」をスチル画像化して蓄積，それを整理しブラウジン
グする環境を構築した.この 55 万枚に及ぶ膨大なスチル画像を多数のディスプレイ上に並列にス
ライドショウ表示し，ユーザが住宅内で常時それらの画像を受動的に閲覧することにより記憶想
起活動が活性化することを確認した. 
 

Design and Implementation of Remembrance Home 
-- Employing a house as media for memorizing human activity and augmenting human memory 

Kaoru MISAKI †    Yasuyuki KONO ‡ 
This paper proposes the "Remembrance Home" for supporting a person's remembrance throughout his/her 
life that employs his/her house as media for memorizing, organizing and remembering his/her everyday 
activity. The Remembrance Home stores his/her everyday memories which consist of digital data of both 
what he/she has seen and what he/she has generated. He/she can augment his/her memory by viewing 
slideshown images played in ubiquitously arranged displays in the house. The experiments have shown 
that the prototype system that contains over 550,000 images augments his/her remembering activity. 
 

1 はじめに 
【現状認識】 
ユビキタス/ウェアラブルの時代を迎え，記憶

媒体（ストレージ）の小型化，大容量化，ディ
ジタルスチルカメラの安価化，携帯電話へのカ
メラの搭載，blog などにより，記録のディジタ
ル化が加速化している[2,10,24]．これらは，い
わゆる「生涯記録」を可能にする技術と位置づ
けることができる．「生涯記録」とは，本稿では，
人間の五感（のうち特にコンピュータで扱いや
すい映像，写真，音）を記録することと位置づ
ける[12,34,35]． 
計算機の次世代の応用として，人の生涯に渡

る体験をディジタル化・記録し，その体験をふ
り返ることを支援することで人の記憶を拡張し，
日常生活を豊かにすることが期待される[1]．前
記のように生涯記録の要素データを収集するた
めのデバイスは豊富になったが，ある人の体験
を記録し記憶を拡張するためには，それまでの
生涯をディジタル化した膨大なデータの蓄積，
閲覧の実践に基づく方式提案が必要である． 
そこで，本研究では，個人体験をディジタル

化し，記憶想起・探索活動を支援する場として
住宅を記憶媒体とする実験を行った．住宅は，
古来より，「柱の傷は おととしの 5月5日の 背
くらべ」の「せいくらべ」の歌で知られるよう
に，過去を記録するメディアであった．柱の傷，
壁の染み，床の傷などは，そのときどきのこと
がらと密接につながっており，それを見る度に
記憶想起のためのきっかけとなって，記憶を強
化していると考えられる．そこで，可能なかぎ
りディジタル技術を日常生活のなかに違和感な
く融合した住宅を「記憶する住宅」と呼称し，
「記憶する住宅」内部の多数のディスプレイに
「生涯記録」の情報を常時スライドショウで表
示することによって，過去記録の容易なブラウ
ジングを実践した． 
【実践】 

本稿の第 1 著者（以降，筆者と記述）を被験
者とし，筆者がこれまでに「見たもの」「書いた
もの」を，高解像度のスキャナ，ディジタルカ
メラ等を用いて，月平均 2 万枚のペースでディ
ジタル化した．作業は，2000 年ごろからスター
トし，現在までに，55 万件の画像アーカイヴを
蓄積し終えた．これを，住宅内部のどこからで
も見られることを目標として，システムを構築
した．現状は，書斎およびリビングの埋め込み
ディスプレイでの閲覧が可能である． 

巨大なディジタルアーカイヴから記憶想起・
探索活動を支援する手法として，スチル画像の
スライドショーを日常活動において常時行うこ
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とを提案する[7]．高速のスライドショウを，0.5
秒以下で行う場合，紙をぱらぱらめくるような
感覚を実現できる．しかし，静止画の場合動画
と異なり，前後の脈絡がないこともあり，情報
量が多く，0.5 秒程度では「酔う」ことがわか
った．逆にゆっくりにして 5 秒間隔とすると，
次の画像が出てくるのを待つのに，いらだちを
感じた．そこで，好ましい間隔を調査したとこ
ろ 2 秒となった[20]． 

55 万件の画像データは，1 枚を 2 秒ずつ表示
して，1 日に 8 時間程度見ている場合で，一巡
するのに 36 日かかる．ディジタル化したデー
タの量が増えれば，この時間はどんどん伸びる．
仮に一生涯見たものをすべて記録できるとする
と，それをブラウジングするためには，もう一
生涯かかることになる．これは，ブラウジング
に 1 台のディスプレイを使うことが原因と考え
られる．たとえば 2 台のディスプレイで同時に
スライドショウを行えば，合計の時間は 18 日
に減らすことができる．このように，ディスプ
レイを増やしていくためには，現状では「住宅
という装置」が必要である． 
壁掛け，埋め込み等のディスプレイは，身体

より遠い位置に配置されることが多いため，同
時に複数台のディスプレイでスライドショウを
しても，視界の妨げや日常活動の邪魔になるこ
とは少ない．実際に，同時に複数台のディスプ
レイでスライドショウを行い，全体にかかる時
間の短縮化に有効であることを確認した．また，
これまでの活動ログを分析することにより，提
案手法の有効性を確認した． 

2 「記憶する住宅」プロジェクト 
「生涯記憶」を蓄積しブラウジングする道具

として，筆者の自宅を改造する形で「記憶する
住宅」のプロトタイプを構築した．既に述べた
ように，「記憶する住宅」に蓄積された筆者の生
涯記録は，筆者がこれまでに「見たもの」「書い
たもの」のうち，実物もしくはディジタルデー
タとして現存していたものであり，2003 年 12
月時点で 55 万枚のスチル画像等で構成されて
いる． 

「見たもの」とは主に，(1)筆者が撮影した写
真などのスチル画像，及び(2)書籍，コミック，
雑誌，チラシ，教科書，手紙等の紙媒体上の情
報である．後者についてはスキャナ等を利用し
て各ページを 1 枚の画像ファイルとしてディジ
タル化した．「書いたもの」とは筆者が記述した
日記，手紙，テスト用紙，手帖，原稿等であり，
同様に紙媒体上の情報は画像データとしてディ
ジタル化した．これらは，筆者が執筆する原稿
や日記などのテキストデータとの間に相互にリ
ンクを張り，注釈テキストを追記するなどの日
常的な活動により，スチル画像とは別個に
35000 の日記ファイルと 25 万のリンクからな

る巨大なハイパーリンク構造のインデックスを
構成している． 
「記憶する住宅」は，図 1，図 2，図 3 のよ

うに多数のディスプレイを日常的な風景のなか
に融合し，ストレージを床下等の見えない場所
に埋め込み，生活の場から日常生活に直接必要
のない書籍・書類の実体，計算機や AV 機器，
入力デバイス，ケーブルなどを排除することを
目的とした住宅である．このために，既存の書
籍，書類データをすべてディジタルアーカイヴ
する作業を行い，PC・AV 機器を統合して床下
などに格納し，ケーブル配線を見えないように
配置している[11]． 

  

図 1： 埋め込みディスプレイ 

 
図 2： 多くのディスプレイを使用し同時にスライドショウをしなが

ら「過去日記」をつける．スライドショウで大画面を使うと，実物

サイズで画面に表示できることを意味する． 

大容量化したストレージとはいえ，55 万件の
データは 800GB に上る容量である．当然，こ
れらが日常空間の中にあっては，通常の生活を
送ることが難しい．もっとも，55 万件の画像デ
ータは 200ページの書物約2700冊分に相当し，
それらすべてを書籍のまま所蔵するスペースを
個人の住宅は通常もたない．それに比較すると
上記ディジタルデータは大幅なコンパクト化を
実現している． 
「記憶する住宅」は，常時スライドショウを

行うことによって，記憶を刺激し，想起を促す
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ことを象徴的に示すための呼称である． 

 
図 3 リビングでの埋め込み環境 

3 「記憶する住宅」の運用環境 
「記憶する住宅」の運用は，2000 年ごろから

始まり，全データアーカイヴを進めるのと並行
してストレージの追加，埋め込みディスプレイ
の設置などを行った．55 万件に達したディジタ
ルスチル画像は，書籍等のタイトルごとにフォ
ルダを作り，年-月-日で順番に整理した． 

  
図 4 年-月-日で整理した 

あわせて，ハイパーテキストシステムを用い
て，アーカイヴに関するインデックスを作成し
た．アーカイヴの作業過程は表 1 の通りである． 

2000 年ごろから「記憶する住宅」構想がスタ
ートし，紙媒体のスキャニングを外注する形で
生涯記録の構築を徐々に行った．筆者は当初フ
ォルダを能動的に指定して，そのフォルダに格
納された画像ファイルをサムネイル表示させる
ことで，生涯記録(画像データ)の確認・閲覧を
行っていた．画像の枚数が増加して 10 万枚を
越えた頃からフォルダの指定が煩雑となり，確
認・閲覧作業に困難を感じ始めた．そこで，全
画面表示させた画像を一定時間ごとに自動的に
切り替えるスライドショウによる受動的な閲覧
形式に移行した． 

スライドショウは，1 枚ずつディジタルスチ
ル画像ファイルをめくる Mam's Slide[31]，ラ

ンダム表示する JPEG セーバー[32]を，それぞ
れの作者の協力により，「記憶する住宅」用にカ
スタムして使用した．Mam's Slide は，「次」の
画像をサムネイル表示，フォルダの 1 枚目の画
像を表示するフォルダジャンプ(表紙ジャンプ
機能)を追加．主としてシーケンシャルなデータ
を見るのに使用した．図 5の JPEGセーバーは，
ログ機能を追加．主としてランダムなデータを
見るのに使用．連続性を重視した書物の場合は，
ページがランダムに表示されると混乱するが，
写真などの場合には，逆に想起を誘発する． 

表 1:生涯記録のディジタル化の過程 

2000/03/06 ディジタルスキャンについて相談を開始

する 

2000/12/08 第 1 回のスキャンデータが届く 

2000/12/16 1986/08～1987/10の15カ月分の日記ファ

イルのコンバート作業 

2001/08/13 660 枚スキャンデータが届く 

2001/08/31 1253 枚スキャンデータが届く 

2001/10/10 1421 枚スキャンデータが届く 

2001/10/29 658 枚スキャンデータが届く 

2002/04/18 連続スライドショウ開始．総数は 11 万枚． 

2002/05/19 総数 12 万枚． 

2002/05/27 4307 枚スキャンデータが届く 

2002/06/02 1588 枚スキャンデータが届く 

2002/07/04 総数は 15 万枚． 

2002/09/24 7460 枚スキャンデータが届く 

2002/10/12 合計枚数は 23 万枚 

2002/11/03 合計のフォルダ数(=書物/チラシ等のタイ

トル数)が 7870 個に達する 

2002/11/21 合計枚数は 25 万枚(256,385 枚)に到達 

2003/04/15 合計枚数は 37 万件 

2003/05/10 合計枚数は 41 万件 

2003/06/10 合計枚数は 44 万件 

2003/07/08 合計枚数は 47 万件 

2003/08/09 合計枚数は 49 万件 

2003/09/07 合計枚数は 51 万件 

2003/10/07 合計枚数は 52 万件 

2003/12/22 合計枚数は 55 万件 

こうした，ディジタルスチル画像を見ながら，
想起された「過去」について，随時関連する日
記をつけた． 

 日記は年間単位で記述し，分量が多くなると
適宜月単位に分割した．分割のめやすは，スク
ロールをしなくてすむように一覧性を考え，デ
ィスプレイで 1 画面に入るかどうかとした． 
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図 5 JPEG セーバー 

4 データ 
記述時点よりも一定期間以上遡った筆者の過

去に関する体験を記述した日記を「過去日記」
と呼ぶことにする．「過去日記」であるかどうか
は，一義的には日記のファイル名と，日記の生
成年月が一致しているかどうかで判断できる．
つまり，「2003/10」という日記ファイルを
2003/10/01 に作成していれば，それは「同時代
日記」であり，「1977/06」という日記ファイル
を 2003/06/20 に作成していれば，それは「過去
日記」であると考えられる．ただし，本稿では，
生成年月以外に，運用を参考にしながら，より
厳密に「過去日記」を位置づけた． 

筆者は，1986/08～1987/10 のワードプロセッ
サ機時代，1989～1994年ごろのMS-DOS時代，
1995 年以降現在までのハイパーテキストファ
イル時代に，継続して日記をつけている．これ
らは，「記憶する住宅」やディジタルスキャンの
進行にあわせて，随時ハイパーテキストに統合
されている[19,25]． 
このうち，ワードプロセッサ時代，DOS 時代

に同時代ファイルとして作成してコンバートし
た日記は，日記生成年はファイル名と一致して
いないが，記載時代は同時期に行っているため，
「同時代日記」と位置づけ，「過去日記」とはカ
ウントしなかった． 

【2002/04/18 以前】 
 合計して 129 個の日記ファイルを作成して

いた．うち 12 個(9%)が表 2 の「過去日記」で
あった．12 個のいわゆる「過去日記」のうち，
月単位はなかった．12 個の過去日記ファイルの
合計ファイルサイズは，231,328 バイト．平均
は 19277 バイト． 

表 2  2002/04/18 以前の「過去日記」のファイル名一覧 

小学校のころ, 1984, 1981-1983 年, 1978-1980 年, 1992, 
1993, 1985, 1986, 1987, 1988, 1989, 1994 

【2002/04/18 以降】 
合計して 68 個の日記ファイルを作成してい

る．うち 48個(72%)が表 3の過去日記である（図
6）．この 48 個の過去日記ファイルのうち，33
個(67%)が月単位の細かさである．48 個の過去
日記ファイルの合計ファイルサイズは，
855,510 バイト．平均は 17823 バイト． 

表 3 2002/04/18 以降の「過去日記」のファイル名一覧 

1965-1968,1969,1970,1971,1972,1973,1974,1975,1976,19
77,1977/06,1977/07,1977/08,1977/09,1977/10,1978,1978/
04,1978/08,1979,1979/08,1979/12,1980,1980/02,1980/04,
1980/05,1980/06,1980/07,1980/08,1980/09,1980/10,1980/
11,1980/12,1981,1981/02,1981/03,1981/04,1981/06,1981/
07,1981/08,1982,1982/04,1982/10,1983,1984/06,1984/11,
1984/12,1988/05,1988/06 

 

図 6 「1975 年の過去日記」．記述中の【   】はあとから書き加え

たことを示し，【    】内の短冊の文字は，記述を書き加えた日時を

示す．日時はほぼ 2002 年 4 月以降で占められる． 

5 分析 
画像中には多種多様な情報が含まれている．

たとえば 1 枚のディジタル写真には，撮影者の
撮影意図に基づく被写体だけでなく，周囲の光
景などの周辺情報が含まれているものである．
100×100 ピクセル程度のサムネイル画像とは
異なり，18.1～21.3 型の LCD に 1280×1024，
あるいは 1600×1200 ピクセルの全画面で表示
されるスライドショウ画像では，図 7 のように
実物と遜色ない状態で，周辺情報を克明に読み
とることができる． 
スライドショウを日常的に繰り返し閲覧する

ことで撮影時，すなわち体験時には気付かなか
ったそれらの周辺情報を追体験することにより
過去への想起が加速し，自らの過去を探索し記
述する行為が誘起された．具体的には，自らの
過去に関して記述した「過去日記」の記述の詳
細度，記述量が増大すると共に，過去日記のフ
ァイル分割を行う期間単位が短縮，詳細化され
た． 
前記ハイパーリンク構造内のリンク数にも増
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大が見られた．図 8 は自宅において執筆活動を
生業とする筆者が記述したテキストのうち，「過
去日記」に属するテキストデータ量の推移を示
している．「合計ファイル容量」とは，ある月に
生成された過去日記ファイルの容量を示し，「フ
ァイル容量累計」は「過去日記」に属するテキ
ストデータ量の累計，すなわち横軸の各時期に
おける過去日記の累積記述量を示す．図 9 はこ
れらのテキスト内に起点をもつハイパーリンク
数の推移である．これらの図から明らかなよう
に，2002 年 4 月のスライドショウ開始時期を
境に過去に関する記述量，また過去の情報を参
照する行為が爆発的に増加している[21,22]．具
体的には，2002/04/18 を境に，過去日記の累積
記述量が約 3.69 倍に増大している． 

 
図 7 高画素の写真を大画面で表示すると，実物と同じような臨場感

を得られる． 

サムネイルで閲覧していた第 1 回のディジタ
ルデータ到着(2000/12)前後においては過去参
照活動が活性化したとはいえない．すなわちデ
ィジタルデータの到着は活性化の契機とはなら
ず，実際にスライドショウで，「日常的に見る」
ことのほうが重要であったことがわかる． 

単にディジタルデータ化するだけでは，書棚
に本を格納したまま死蔵するのと同じであり，
活用するためには，スライドショウで日常的に
表示される画像を横目で見る行為が有効であっ
たと考えられる．従来受動的と考えられていた
スライドショウは，コンテンツの数によっては，
能動的足りうるのである． 
スライドショウによって，記憶が想起される

ため，記述量が増加すると共に記述の細かさが
増している．表 3 においては月単位がゼロだっ
たのに対し，表 4 に示すように月単位に分割さ
れたファイルが 33 個に増加している． 

スライドショウ開始の 2002/04/18 以降，作成
するファイルの 72%が過去に関連するものと
なった．スライドショウおよび日記によって，
過去を追体験していると考えられる．これを「過
去が甦っている」と呼称する[16]．「過去が甦る
体験」とは，一義的には過去を参照した記述と

リンクを付与する行為，及び実世界，もしくは
計算機環境において過去を参照するための情報
収集する行為をいう．スライドショウを見，過
去を参照した記述をし，コメントとしてのリン
クを付与することにより，あたかも過去を追体
験するかのような感覚を得ている．それらが「日
常的に見る」(スライドショウ)により爆発的に
増加した． 
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図 8 生成年月による過去日記のファイル容量累計推移 
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図 9 生成年月によるリンク数累計推移 

表 1 及び表 2 に示すように，過去に関する記
述が月単位の細かさになっている．これは，ワ
ードプロセッサ時代の「同時代日記」を除けば，
スライドショウ以前には，ほとんど見られなか
った傾向である．通常，遠い過去ほどおぼろげ
になっていくと考えられるが，日付を追ったス
ライドショウによって，日時を特定することが
可能になった結果，月単位での細かさになって
いった．スライドショウや，55 万点では足りな
い部分を補うために，積極的に新聞縮刷版，イ
ンターネットでの情報収集も開始し，場合によ
っては注目した過去のトピックに関連する場所
の実地に赴いての写真撮影(図 10，図 11)や，関
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連する人物への聞き取り調査をも伴い，その結
果記述は精細さを増した[14,23]． 

 

図 10 出てきた写真と図 11 同じ場所で撮影した写真 

いろいろな事柄の連鎖を順番をたどって知る
ことができるようになる．たとえば，次のよう
なことが起こった． 

2003 年 5 月には，ほぼ 20 年間にわたってほ
とんど眼にしないまま死蔵していた書類がまと
めてスキャンされ，スライドショウで見ること
になった．内訳は， 
・「ノート」(1978 年に交通事故で入院したと

きに初恋の女のこがとってくれたもの) 
・「WHITE LOVE」詩集(初恋の女のこに贈
ったものであり，手元にあるのは失恋して
戻されたため) 

・雑誌バラエティ 1981/6 月号 
・読書ノート 1985/12/22 のもの 
・高校の現国(現代国語)のノート(図 12) 

など，「濃い」過去をもったものであった．さら
に，「子どものころを回想する」というモチーフ
を扱ったコミック『迷子の領分』[13]，自分自
身の 1985 年の日記なども含まれていた [17]． 
この日記には，1985/03/28(木曜日)の日付で

「1 カ月半ぶりに住んでいた部屋に行ってみる．
なにも残っていない部屋を見て，好きだったコ
ミックの主人公が部屋を片づけて旅に出る」と
いうラストシーンを思い出している記述が見つ
かった．さらに，過去を懐かしみつつ回想する
というモチーフの松任谷由美の『グループ』と
いう曲の歌詞を書き写した記述もあった[8]． 

 

図 12 高校の現国のノート 

これらは筆者にとって，強烈に過去を思い出
すきっかけとなるものであったため，急遽時間

を作って帰省し，当時住んでいた場所を写真に
撮ってくることになった． 
過去について想起していくうちに，無意識に

記憶していたことを意識化できる可能性に気づ
いた． スライドショウは行動にまで影響を与え
る [15,18]． 
いっぽうで，生誕から 3 歳までの写真等は，

どんなに見ても記憶を甦らせることができない
こともわかった．幼児期のことを思い出すこと
ができない「幼児期健忘症」と呼ばれる症候群
があるというが，これのためだろうか． 

 70 年代に関する記述は 1 ファイルあたり平
均 14354 バイトだが，80 年代，90 年代とより
記憶が鮮明であるはずの近い過去に対するコメ
ントのほうが少ない．遠い過去のほうが懐かし
さを感じて，コメントしたいモチベーションが
高まるのかもしれない．「懐かしい過去」と「近
い過去」には違いがあって，20 年以上前のこと
は，より「懐かしく」想起するのかもしれない． 

 以上のように，自らの過去のアクティビティ
に関わるスチル画像を常時(サブ画面に)スライ
ドショウで表示することで，記憶想起活動を活
性化させることができ，昔住んでいた場所を訪
れるなど日常生活にも影響を及ぼした．スライ
ドショウは記憶を強化すると位置づけられる． 
【結論】 

 数十万枚に及ぶ過去のアクティビティに関
するディジタルスチル画像を常時ブラウズでき
る環境を作ることで，記憶想起活動が爆発的に
活性した． 

 当初は，「…の頃」としていた日記が，「…年
～…年」という細かさになり，次第に，「…年」
→「…年…月」へと記述をカテゴライズする期
間が詳細になることから，このことがわかる． 

 紙と異なり，労せずしてスライドショウなど
で見ることも，ディジタルスチル画像の大きな
メリットであるといえる．逆にいうと，紙の書
物/書類は，死蔵しやすく，せっかくの書類を無
駄にしていることが多い．ディジタル化のメリ
ットは，省スペースであること以上に，スライ
ドショウによって活用することで，想起のため
のきっかけにできることにあると考えられる． 

 ディジタルスチルカメラの普及以来，サムネ
イルが多用されるようになっているが，サムネ
イルに代わる方式として，スライドショウの価
値を認識した． 

6 関連研究 

【MyLifeBits と「記憶する住宅」】 
 MyLifeBits は，次世代 Windows システム

として研究されている[3]．基本的な方法は「記

憶する住宅」と同様である．比較すると，表 4
のようになる． 
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表 4: MyLifeBits との比較 

 MyLifeBits 記憶する住宅 

メール/日 100 通 20 通 

Web ページ/日 100 ページ 10 ページ 

紙 5 枚/1 日 2 万枚/1 カ月 

書籍 10 日/1 冊 1日1冊以上読書 

写真/日 10 枚 100 枚 

音声 8 時間分/日 ゼロ 

CD/DVD CD1 枚/10 日 1 本の映画/10 日 

検索システム 構築中? 別途 HyperText

を作成 

運用目的 次世代システム? ブラウジングに

よる記憶の強化 

「記憶する住宅」のほうが，静止画/映画の比
重が格段に高い．筆者がこれまでの生涯で蓄え
た膨大な紙資料のディジタル化は，MyLifeBits
の 133 倍のペースで進行中である．この分量の
画像データの検索は通常の方法では困難であり，
「記憶する住宅」ではブラウジング時に気づい
たことをハイパーテキストとして記述すること
により，検索用のキーワードを与えることとし
ている．これにより，個人が目にして蓄える膨
大な画像情報を中心とした生涯記録の現実的な
ブラウジングを可能としている． 
また，MyLifeBits は次世代ファイルシステム

の構築に主眼があるが，「記憶する住宅」では，
画像情報は検索しにくいため，ブラウジングに
主眼を置いている．その結果記憶を強化できる
という長所を備える． 

【LifeSlice と「記憶する住宅」】 
LifeSlice は，ウェアラブルのカメラを首から

下げてタイマーで自動撮影して，生活の断片を
記録し，それを統合することで生活感を表現す
る プ ロ ジ ェ ク ト で あ る [33] ． 間 隔 は
1,3,10,15,30,60 分の 6 通りで，デバイスの制約
から，解像度は 320×240 ピクセル(QVGA)とな
っている． 
「記憶する住宅」では，筆者自身がカメラを

常時携帯し，300 万画素(2048×1536 ピクセル)
で 1 日 100 枚撮影することに決めている．枚数
レベルではこれは LifeSlice において 15 分おき
に撮影したのに匹敵する．また，高画質である
ため，細部に記憶を甦らせるマテリアルを記録
できる．記憶が細部に宿るのであれば，高画素
である必要がある． 

7 今後の展開 
本稿では，個人体験をディジタル化・蓄積し

て住居内で常時受動的に閲覧でき，また個人活
動の能動的な記録との間にハイパーリンクを張
り巡らせられる環境「記憶する住宅」を構築し

た．具体的には，個人がその人生において「見
たもの」「書いたもの」をスチル画像としてディ
ジタル化し，その個人の住居を記憶媒体として
蓄積すると共に，住居内の種々の場所に設置し
たディスプレイに常時スライドショウ表示する
ことで，居住者はその「生涯記録」を受動的に
眺めることができる．筆者の環境において，55
万枚を超えるスチル画像と，過去に関して記述
した「過去日記」を含む 3 万 5000 のテキスト
データとが構築された．テキストデータの間に
26 万を超える相互リンクが構成されており，55
万枚の画像へのインデックスを兼ねている．こ
の日常的かつ能動的な活動の成果である過去日
記の記述，ハイパーリンク構造の構築過程を分
析することで，常時スライドショウによる受動
的閲覧が，個人の記憶想起・探索活動を活性化
することを示した． 
ディジタル化作業は現在も継続中で，月平均

2 万枚ずつ増加している．今後 10 年程度で，300
万件程度を蓄積する予定であり，これで 20 世
紀後半生まれの一人の人間が生涯に見たものの
全貌を明らかにできるかもしれない．あわせて，
過去のすべてを時系列にマッピングし特定する
作業を続ける．これにより，人生の意味を再発
見できる．資料の棄却や環境の変化により再獲
得できない生涯記録もあり，周辺情報からでき
るだけ復元する必要がある．例えば，図 10 と
図 11 の間には 30 年間の時間の隔たりがあり，
その間の変貌は著しい．元の姿をとどめている
ところを探して，現在のその場の写真を撮って
くることで，過去の記憶を補完する[4]． 
スチル写真が撮影されるためには，撮影者が

「撮る」という意思をもつ必要がある．このた
め体験時に気にも留めていなかったがその後に
重要になったイベントや，体験時に体験を優先
したようなイベントは記録に残っていないこと
が多い．ユーザ視点画像を取得可能なヘッドマ
ウントカメラを装着し，常時それぞれの生涯を
記録するアプローチが必要となる．反面，既に
述べたように記録された動画像を閲覧するには
時間を要する上に，周辺情報を見落としがちに
なる．このため，体験時だけでなく事後にも自
己の体験を抽出し整理できる環境を整える必要
がある[36]．現時点では困難であるが，撮影者
自身をも撮影したいこともあり，この場合，従
来のヘッドマウントカメラだけではなく，全方
向カメラ等が必要であろう[38]． 
生涯記録の閲覧は，画像中に含まれるイベン

トやその解釈内容によって，意識に強力な影響
を及ぼす．たとえば，不快な体験に関する記録
は，通常閲覧したくないものである．しかしな
がら，あるイベントに対する体験者の評価，例
えば快，不快の感情は常に一定ではない．思い
出とはくり返し体験することで，身近なものに
感じられるようになるし，「不快な体験を乗り越
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えた」と感じることは人間を成長させることも
あるからである．そのため，体験時の感情と閲
覧時の感情を勘案し閲覧画像をマネジメントす
るしくみが必要である[27,28,37]． 
現時点で構築されているハイパーリンクは，

テキスト→画像の一方向とテキスト相互間に限
られている．今後，閲覧者（体験者）自身の内
的な意味づけにより画像間にリンクを張るだけ
でなく，種々の実世界対象を含んだリンク構造
を構築することを検討する[37]．300 万件を記
憶のままにハイパーリンク化してたどれること
による，想起への影響を検証する[5,6]． 
現時点では，ストレージ，ディスプレイ等の

サイズに制約があるため，住宅内部での閲覧に
とどまっているが，ユーザ視点画像を常時取得
可能なヘッドマウントカメラ，及びユーザへの
情報提供が常時可能なウェアラブルデバイスな
どを利用し，位置情報も取得し，その場に即し
た過去情報を表示する等のデータベースの整備
を行うことで，より効率的に「その場」「いま・
ここ」の必要性に応じて記憶をサポート環境の
構築も併せて検討する[29]．  

謝辞 
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